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〃 大 澤 敬 作 〃 松 野 裕 而
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〃 立 石 政 男 〃 竹 本 強

〃 坂 井 一 利 〃 福 永 忠 雄

〃 飛 内 賢 司 〃 赤 松 功

〃 田 澤 光 雄 〃 德 誠

〃 佐々木 肇 〃 鎌 田 ちよ子

〃 菊 池 広 志 〃 野 呂 泰 喜

〃 千 賀 武 由 〃 目 時 睦 男

〃 澤 田 博 文 〃 菊 池 清

〃 柏 谷 均 〃 工  清四郎

〃 服 部 清三郎 〃 杉 本 清 記

〃 慶 長 德 造 〃 牛 滝 春 夫

〃 本 間 千佳子 〃 半 田 義 秋

〃 斉 藤 孝 昭 〃 富 岡 修

〃 川 端 澄 男 〃 宮 下 順一郎
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〇欠 席 委 員 （８人）

委 員 千 船 司 委 員 東 谷 正 司

〃 板 井 磯 美 〃 杉 浦 洋

〃 田 髙 利 美 〃 佐 藤 司

〃 工  直 義 〃 中 村 正 志

〇説明のため出席した者

市 長 杉 山 肅

助 役 田 頭 肇

収 入 役 田 中 實

教 育 長 牧 野 正 藏

公 営 企 業 管 理 者 杉 山 重 一

代 表 監 査 委 員  池 十夫

総 務 部 長 齋 藤 純

総 務 部 理 事 出 納 室 長 西 堀 敏 夫

企 画 部 長 渡 邉 悟

民 生 部 長 髙 橋 勉

保 健 福 祉 部 長 名久井 耕 一

経 済 部 長 佐 藤 純 一

建 設 部 長 成 田 豊

教 育 部 長 宮 下 孝 信

教 育 委 員 会 事 務 局 理 事 新 谷 加 水

公 営 企 業 局 長 小 川 照 久

監 査 委 員 事 務 局 長 遠 藤 雪 夫

総 務 部 次 長 千 船 藤四郎

企 画 部 財 政 調 整 監 近 原  栄

農 業 委 員 会 事 務 局 長 村 川 修 司

企 画 部 企 画 課 長 奥 島 愼 一

企 画 部 財 政 課 長 下 山 益 雄

川 内 庁 舎 所 長 佐 藤 吉 男

大 畑 庁 舎 所 長 伴 邦 雄

脇 野 沢 庁 舎 所 長 舩 澤 桂 逸

総 務 部 総 務 課 長 鴨 澤 信 幸

総 務 部 総 務 課 行 政 係 長  田 真
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総務部総務課行政係主査 澁 田 剛

〇事務局出席者

事 務 局 長 小 島 昭 夫 次 長 髙 田 文 明

総 括 主 幹 工 藤 昌 志 主 幹 栁 田 諭

庶 務 係庶 務 係 長 金 澤 寿々子 濱 村 勝 義主 任 主 査

調 査 係 議 事 係青 山 諭 赤 石 奈穂子主 査 主 任

議 事 係 葛 西 信 弘主 任
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（午後 ２時４４分 開会・開議）

〇臨時委員長（川端澄男） ただいまから予算審査特別委員会を開会いたしま

す。

ただいまの出席委員は54人で定足数に達しております。

これから委員長の互選を行います。

。 、 、お諮りいたします 互選の方法については 指名推選により行うこととし

私から指名したいと思います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇臨時委員長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よって、互選の方法につ

いては指名推選とし、私から指名することに決定いたしました。

坪田智十司委員を委員長に指名いたします。

ただいまの指名にご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇臨時委員長（川端澄男） ご異議なしと認めます。よって、坪田智十司委員

が委員長に当選されました。

ただいま委員長に当選されました坪田智十司委員からごあいさつをお願い

いたします。坪田智十司委員。

〇委員（坪田智十司） このたび議員各位よりご推薦、ご同意いただきまして

予算審査特別委員長を務めさせていただきます。

もとよりふなれな私でありますが、皆様のご協力、ご支援をいただきなが

ら、効率よく審査してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。

以上であいさつとします。

〇臨時委員長（川端澄男） それでは、委員長と交代いたします。ご協力あり

がとうございました。

〇委員長（坪田智十司） これから副委員長の互選を行います。

お諮りします。互選の方法については、指名推選により行うこととし、委

員長から指名をしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇委員長（坪田智十司） ご異議なしと認めます。よって、互選の方法につい

ては指名推選とし、委員長から指名することに決定いたしました。

堺孝悦委員を副委員長に指名します。

ただいまの指名にご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇委員長（坪田智十司） ご異議なしと認めます。よって、堺孝悦委員が副委
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員長に当選されました。

ただいま副委員長に当選されました堺孝悦委員からごあいさつをお願いし

ます。堺委員。

〇委員（堺 孝悦） 簡単ではありますが、ごあいさつを申し上げます。

きょう、なぜスリッパを履いてきたかといいますと、大畑は大雪でした。

それで、時間も間に合うかどうかわからないので、長靴を履いてきてしまい

ました。このように非常にことしは気候の変動が激しい。そういう中で非常

に劇的な年ではありますけれども、私ごとき軽輩が、このむつ市議会にたく

さんのふさわしい人がいる中で、私がなることは非常に恥ずかしいのでござ

いますが、せっかくのご指名です。全力を尽くして、補佐として任務を全う

するつもりでございます。

さて、せっかくの機会ですので、もう少し言います。本予算審査特別委員

会は、合併後の本格的な新しいむつ新時代をつくるべきの土台となる予算審

査特別委員会でございます。まさに地球温暖化が足元に及んでいる今日、こ

れからのむつ市は、この予算を土台として新しい人には未来へ希望と展望を

持たせ、そしてまた高齢者の方には、当然安らぎと憩いをもたらすべき予算

でなくてはならないのです。

また、議会においては、公正と秩序をもって皆様のご指導、ご鞭撻をもっ

て頑張るつもりですので、ひとつ皆様にはよろしくお願い申し上げあいさつ

といたします。

〇委員長（坪田智十司） 次に、本特別委員会の傍聴及び写真撮影の件であり

ますが、本特別委員会は一般の傍聴を認めるとともに、むつ市政記者会及び

、 。広報広聴課職員に写真撮影を許可したいと思いますが ご異議ありませんか

（ 異議なし」の声あり）「

〇委員長（坪田智十司） ご異議がないようでありますので、それでは、その

ようにさせていただきます。

お諮りいたします。本日の予算審査特別委員会は、これで散会したいと思

います。これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇委員長（坪田智十司） ご異議なしと認めます。よって、本日はこれで散会

いたします。

（午後 ２時５２分 散会）
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